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地域の取り組みを
報告する代表者ら

本格的な少子高齢化社会を迎え、こ本格的な少子高齢化社会を迎え、こ

れまで以上に住民同士の助け合いのネれまで以上に住民同士の助け合いのネ

ットワークが重要になりつつある。こットワークが重要になりつつある。こ

うした中、米子市の弓浜地区では高齢うした中、米子市の弓浜地区では高齢

でも障がいがあっても住み慣れた町ででも障がいがあっても住み慣れた町で

安心して暮らしていくために「住民ネ安心して暮らしていくために「住民ネ

ットワーク」の活動が活発になっていットワーク」の活動が活発になってい

る。る。行政とＮＰＯ法人や社会福祉法人、行政とＮＰＯ法人や社会福祉法人、

そして住民が一体となって広がりつつそして住民が一体となって広がりつつ

あるある「協働」「協働」のまちづくりを紹介する。のまちづくりを紹介する。
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地域福祉の実践について理解を深める参加者

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向
け

て
連
携
を
深
め
よ
う
と
、
十
二
月
二

て
連
携
を
深
め
よ
う
と
、
十
二
月
二

日
に
弓
浜
ホ
ス
ピ
タ
ウ
ン
（
同
市
大

日
に
弓
浜
ホ
ス
ピ
タ
ウ
ン
（
同
市
大

崎
）
で
開
か
れ
た
「
第
三
回
弓
浜
助

崎
）
で
開
か
れ
た
「
第
三
回
弓
浜
助

け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
米
子
市
、

（
米
子
市
、

社
会
福
祉
法
人
真
誠
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

社
会
福
祉
法
人
真
誠
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
い
な
ネ
ッ
ト
）
に
は
、
同
地
区

人
が
い
な
ネ
ッ
ト
）
に
は
、
同
地
区

の
六
小
学
校
区
の
民
生
児
童
委
員
や

の
六
小
学
校
区
の
民
生
児
童
委
員
や

行
政
、
公
民
館
、
社
協
の
関
係
者
、

行
政
、
公
民
館
、
社
協
の
関
係
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
三
百
人
が
参

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
三
百
人
が
参

加
。
テ
ー
マ
は
「
と
も
に
支
え
合
い

加
。
テ
ー
マ
は
「
と
も
に
支
え
合
い

助
け
合
う
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
各
地

助
け
合
う
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
各
地

区
の
代
表
ら
が
高
齢
者
の
「
ふ
れ
あ

区
の
代
表
ら
が
高
齢
者
の
「
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
や
給
食
サ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
や
給
食
サ

ー
ビ
ス
、
児
童
の
見
守
り
活
動
な
ど

ー
ビ
ス
、
児
童
の
見
守
り
活
動
な
ど

の
地
域
の
活
動
を
報
告
し
た
。

の
地
域
の
活
動
を
報
告
し
た
。

団
塊
世
代
が
大
量
退
職
の
時
期
を

団
塊
世
代
が
大
量
退
職
の
時
期
を

迎
え
る
な
ど
、
今
後
は
高
齢
者
人
口

迎
え
る
な
ど
、
今
後
は
高
齢
者
人
口

が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
。
こ
れ
に
伴

が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
。
こ
れ
に
伴

い
、
身
体
機
能
の
衰
え
や
認
知
症
の

い
、
身
体
機
能
の
衰
え
や
認
知
症
の

た
め
に
自
宅
で
は
生
活
で
き
な
く
な

た
め
に
自
宅
で
は
生
活
で
き
な
く
な

る
お
年
寄
り
が
増
え
る
こ
と
も
予
想

る
お
年
寄
り
が
増
え
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
施
設
の

さ
れ
る
。
し
か
し
、
高
齢
者
施
設
の

収
容
能
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
行
き

収
容
能
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
行
き

場
の
な
い
人
が
出
て
く
る
恐
れ
も
あ

場
の
な
い
人
が
出
て
く
る
恐
れ
も
あ

る
。
る
。こ

う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め

こ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め

に
、
困
っ
た
と
き
に
は
隣
近
所
で
助

に
、
困
っ
た
と
き
に
は
隣
近
所
で
助

け
合
う
昔
な
が
ら
の
地
域
共
同
体
の

け
合
う
昔
な
が
ら
の
地
域
共
同
体
の

役
割
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
地
域
内

役
割
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
地
域
内

で
可
能
な
限
り
高
齢
者
の
生
活
を
手

で
可
能
な
限
り
高
齢
者
の
生
活
を
手

助
け
し
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
も
地

助
け
し
、
核
家
族
化
が
進
ん
で
も
地

域
で
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
。
同
ネ
ッ

域
で
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
。
同
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
目
的
は
、
五
年
後
、
十

ト
ワ
ー
ク
の
目
的
は
、
五
年
後
、
十

年
後
を
見
据
え
て
こ
の
よ
う
な
地
域

年
後
を
見
据
え
て
こ
の
よ
う
な
地
域

社
会
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
こ

社
会
の
つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
こ

と
だ
。

と
だ
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
二
〇
〇
五
年
度

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
二
〇
〇
五
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
。
校
区
を
超
え
て
意

か
ら
始
ま
っ
た
。
校
区
を
超
え
て
意

見
交
換
を
す
る
場
は
市
内
で
も
限
ら

見
交
換
を
す
る
場
は
市
内
で
も
限
ら

れ
て
お
り
、
同
地
区
で
の
取
り
組
み

れ
て
お
り
、
同
地
区
で
の
取
り
組
み

は
異
例
と
も
い
え
る
。
近
隣
地
域
の

は
異
例
と
も
い
え
る
。
近
隣
地
域
の

事
例
発
表
を
通
じ
て
地
域
福
祉
に
対

事
例
発
表
を
通
じ
て
地
域
福
祉
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
現
状
の
課
題
を

す
る
理
解
を
深
め
、
現
状
の
課
題
を

整
理
。
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
し

整
理
。
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
し

て
切
磋
琢
磨
（
せ
っ
さ
た
く
ま
）
す

て
切
磋
琢
磨
（
せ
っ
さ
た
く
ま
）
す

る
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

る
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

今
回
の
発
表
で
も
各
地
区
代
表
が

今
回
の
発
表
で
も
各
地
区
代
表
が

積
極
的
に
発
表

積
極
的
に
発
表

高
齢
者
対
策
と
し

高
齢
者
対
策
と
し

てて

高
齢
者
世
帯

高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
配
食
サ

に
対
す
る
配
食
サ

ー
ビ
ス
▽
独
居

ー
ビ
ス
▽
独
居
者
へ
の
見
守
り

者
へ
の
見
守
り

声声

掛
け
▽

掛
け
▽

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
・・
い
き
い
き
サ
ロ

い
き
い
き
サ
ロ

ンン

の
開
催
｜

の
開
催
｜

青
少
年
育
成
で
は
、

青
少
年
育
成
で
は
、

見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
結
成
▽
あ

見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
結
成
▽
あ

い
さ
つ
運
動
▽
老
人
会
や
地
域
住
民

い
さ
つ
運
動
▽
老
人
会
や
地
域
住
民

と
の
交
流
活
動
▽
子
育
て
サ
ー
ク
ル

と
の
交
流
活
動
▽
子
育
て
サ
ー
ク
ル

の
支
援
｜
。
障
が
い
児
・
障
が
い
者

の
支
援
｜
。
障
が
い
児
・
障
が
い
者

福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
内
の
障
が

福
祉
に
つ
い
て
は
、
地
域
内
の
障
が

い
者
施
設
と
の
相
互
交
流
▽
石
油
に

い
者
施
設
と
の
相
互
交
流
▽
石
油
に

代
わ
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の

代
わ
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の

精
製
、
販
売
に
乗
り
出
し
た
施
設
を

精
製
、
販
売
に
乗
り
出
し
た
施
設
を

支
援
す
る
た
め
に
廃
食
油
を
提
供
｜

支
援
す
る
た
め
に
廃
食
油
を
提
供
｜

な
ど
の
具
体
事
例
を
報
告
し
た
。

な
ど
の
具
体
事
例
を
報
告
し
た
。

こ
の
う
ち

こ
の
う
ち

ふ
れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
・・
い
き
い
き

い
き
い
き

サ
ロ
ン

サ
ロ
ン

はは

高
齢
者
が
閉
じ
こ
も
り

高
齢
者
が
閉
じ
こ
も
り

が
ち
に
な
ら
な

が
ち
に
な
ら
な
い
よ
う
に

い
よ
う
に

各
地
区

各
地
区

が
自
主
的
に
集
会
所
な
ど
で
茶
話
会

が
自
主
的
に
集
会
所
な
ど
で
茶
話
会

や
健
康
講
座
を

や
健
康
講
座
を
開
く
事
業

開
く
事
業

市
社
会

市
社
会

福
祉
協
議
会
が

福
祉
協
議
会
が
提
唱
し

提
唱
し

〇
七
年
度

〇
七
年
度

は
九
十
九
カ
所
で
開
設
さ
れ

は
九
十
九
カ
所
で
開
設
さ
れ
て
い
て
い

るる

こ
の
う
ち

こ
の
う
ち

同
地
区
に
は
二
十
六

同
地
区
に
は
二
十
六

カ
所
と
実
に
市
全
体
の
四
分
の
一
が

カ
所
と
実
に
市
全
体
の
四
分
の
一
が

集
中
し
て
お
り

集
中
し
て
お
り

取
り
組
み
自
体
が

取
り
組
み
自
体
が

盛
ん
盛
ん

そ
こ
で

そ
こ
で

市
弓
浜
地
域
包
括
支

市
弓
浜
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
サ
ロ
ン
活
動
の

援
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
サ
ロ
ン
活
動
の

一
環
と
し
て

一
環
と
し
て

介
護
介
護
・・
認
知
症
予
防
や

認
知
症
予
防
や

家
庭
で
手
軽
に
で
き
る
運
動
を
独
自

家
庭
で
手
軽
に
で
き
る
運
動
を
独
自

に
指
導
し

に
指
導
し

連
携
を
深
め
て
い
る

連
携
を
深
め
て
い
る

同
地
区
で
は
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の

同
地
区
で
は
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の

活
動
も
盛
ん
だ
。
市
は
介
護
予
防
の

活
動
も
盛
ん
だ
。
市
は
介
護
予
防
の

一
環
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ご
当

一
環
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ご
当

地
体
操

地
体
操「
よ
な
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
体
操
」

「
よ
な
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
体
操
」

を
考
案
。
こ
の
普
及
に
当
た
る
の
が

を
考
案
。
こ
の
普
及
に
当
た
る
の
が

サ
ポ
ー
タ
ー
。
全
体
で
百
六
十
五
人

サ
ポ
ー
タ
ー
。
全
体
で
百
六
十
五
人

い
る
う
ち
、
同
地
区
は
五
十
七
人
と

い
る
う
ち
、
同
地
区
は
五
十
七
人
と

多
い
こ
と
か
ら
も
意
識
の
高
さ
が
表

多
い
こ
と
か
ら
も
意
識
の
高
さ
が
表

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

ま
た
意
見
発
表
で
は
、
実
際
に
独

ま
た
意
見
発
表
で
は
、
実
際
に
独

居
老
人
の
危
機
を
救
っ
た
実
例
も
報

居
老
人
の
危
機
を
救
っ
た
実
例
も
報

告
さ
れ
た
。
富
益
地
区
の
七
十
歳
代

告
さ
れ
た
。
富
益
地
区
の
七
十
歳
代

の
男
性
は
近
所
付
き
合
い
が

の
男
性
は
近
所
付
き
合
い
が
苦
手
苦
手

で
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
て
い
な

で
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
た
ま
た
ま
民
生

か
っ
た
。
し
か
し
、
た
ま
た
ま
民
生

委
員
が
一
つ
余
っ
た
弁
当
を
こ
の
男

委
員
が
一
つ
余
っ
た
弁
当
を
こ
の
男

性
宅
に
届
け
た
と
こ
ろ
、
体
調
を
崩

性
宅
に
届
け
た
と
こ
ろ
、
体
調
を
崩

し
て
衰
弱
し
て
い
る
男
性
を

し
て
衰
弱
し
て
い
る
男
性
を
発
見
発
見

し
、
し
、一
命
を
取
り
留
め
た
。

一
命
を
取
り
留
め
た
。そ
の
後
、

そ
の
後
、

元
気
を
取
り
戻
し
た
男
性
は
少
し
ず

元
気
を
取
り
戻
し
た
男
性
は
少
し
ず

つ
住
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
と

つ
住
民
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
と

い
う
。
ま
さ
に
地
域
の
助
け
合
い
が

い
う
。
ま
さ
に
地
域
の
助
け
合
い
が

生
ん
だ
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
だ
っ
た
。

生
ん
だ
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
だ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
者
の
間
で
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
者
の
間
で
は

「
こ
う
い
う
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
助

「
こ
う
い
う
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
助

け
合
い
に
な
る
」
と
い
う
認
識
が
徐

け
合
い
に
な
る
」
と
い
う
認
識
が
徐

々
に
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。
「
地
域
福

々
に
深
ま
り
つ
つ
あ
る
。
「
地
域
福

祉
」
と
大
上
段
に
構
え
る
の
で
は
な

祉
」
と
大
上
段
に
構
え
る
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら

く
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
む
こ
と
で
地
域
が
変
わ
る
。

取
り
組
む
こ
と
で
地
域
が
変
わ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
は
、
高

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
は
、
高

齢
化
社
会
で
も
可
能
な
地
域
活
性
化

齢
化
社
会
で
も
可
能
な
地
域
活
性
化

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
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弓浜助け合いネットワ

ークシンポジウムは今回

で３回目となりました。

３年前に少子高齢社会、

国、地方自治体の経済的

支援への危機感から、地

域における助け合いの重

要性の見直し、そして団

結、情報交換のためのネ

ットワークの構築の重要

性について地域の住民の

皆様に理解していただく

ために始めました。

このシンポジウムも２

回、３回と回を重ねるご

とに地域住民の皆さんの

理解も高まり、また実際

に地域でいろいろな活動

の芽生えと成長がはっき

りと見えるようになって

来ました。高齢者のサロ

ン活動も量、質ともに充

実し、認知症サポーター

の数も増えてきました。

今後もこのネットワー

クシンポジウムへの参加

などを契機にさらに地元

での自助、共助が盛んに

なり、また住民の皆さん

が健康長寿で、助け合い

という地域でのセーフテ

ィネットで老後の生活に

対する不安がない社会、

数少ない子供を健全には

ぐくむ社会を作り上げた

いものです。

弓浜助け合いネットワ

ークシンポジウムのさら

なる発展と、地域の自助、

共助への力強い意識の盛

り上がりを楽しみにして

おります。

地域の力で安心社会に
社会福祉法人真誠会・ＮＰＯ法人がいなネット理事長 小田 貢氏

地域福祉とは高齢、障

がい、そのほかのさまざ

まな事情で福祉サービス

を受けるようになって

も、これまで通りの生活

を送れるような地域社会

をつくることです。米子

市と市社会福祉協議会

は、さまざまな団体と協

力してまちづくりを進め

ていますが、その充実に

は住民の参画が不可欠で

す。

2007年度から市内に４

つのモデル地区を設けて

いますが、選定された崎

津地区をはじめ、弓浜地

域は全体で非常に熱心に

取り組んでもらっている

と認識しています。

弓浜助け合いネットワ

ークには、活動している

団体同士でお互いの顔が

分かるようになり、情報

交換できる利点がありま

す。特に高齢者問題では、

地域包括支援センターを

中心に現状を把握するこ

とが最優先されます。弓

浜地域は昔からのつなが

りがまだ強い地域です

が、こうした点からも活

動を進めやすいでしょ

う。

核家族化、個人主義が

進む中、現代社会が抱え

る弊害を解決するには、

地域社会の再構築が必要

です。弓浜地域では同セ

ンターを中心に独自の活

動をますます盛り上げて

もらうことを期待しま

す。

介護保険法の改正を契

機に公的サービスではカ

バーできなくなることが

増え できることは地域

で助け合おう 地域のつ

ながりを取り戻そうと

地域包括支援センターが

できました 地域で既に

行なわれている助け合い

の取り組みを紹介した

り 弓浜地区で盛んな い

きいき・ふれあいサロン

で介護予防や認知症の知

識を指導しています

元々、茶話会として始

まったサロンが介護予防

の拠点にもなっていま

す。サロンにいつも来て

いる人が来なければ、「電

話をしてみようか」とい

うことにもなります。昔

とは違う形でお互いを心

配し合うのもサロンがあ

るからです。

ネットワークでは、持

ち時間の10分では発表時

間が足りないくらいで、

自分たちの町の取り組み

を聞いてもらいたいとい

う熱意を感じます。

各地域の活動は高齢者

問題だけでなく、障がい

者福祉、子どもの見守り、

防犯パトロールなどにま

で広がっています。「福

祉」というと漠然として

いますが、身近なことか

ら助け合いになるという

ことを理解してもらえれ

ばと思います。

新しい形の 助け合い
米子市弓浜地域包括支援センター 主任介護支援専門員 安田 博子氏

独自活動さらに推進を
米子市福祉政策室室長 前谷 覚氏
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